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（開示事項の経過） 

Cerence社とのライセンス契約に関する進捗状況のお知らせ 

 

高品質音声合成エンジン「AITalk®」を開発・提供する株式会社エーアイ（本社：東京都文京区、代表取締

役：吉田 大介、証券コード：４３８８、以下エーアイ）は、2019 年 11 月 12 月発表＊の技術提携先であるセ

レンス社（Cerence Inc.）とのライセンス契約に基づき、2020 年 6 月 1 日より「AITalk®」が組み込まれた

「Cerence TTS」がセレンス社より提供開始されましたことをお知らせいたします。 

 

＊Cerence（Nuance Communications Inc.オートモーティブ部門スピンオフの新会社）とのライセンス契約締

結に関するお知らせ 

https://ssl4.eir-parts.net/doc/4388/tdnet/1769261/00.pdf 

 

１．ライセンス契約の内容等 

当社が保有する高品質日本語音声合成エンジン「AITalk®」の基礎技術をセレンスに提供し、「Cerence TTS」

に組み込むことにより、顧客は「Cerence TTS」製品を使用して、多言語のひとつとして、高品質日本語音声

合成エンジン「AITalk®」を使用することができる様になります。車メーカー等に「Cerence TTS」が採用され

た場合には、「AITalk®」を利用する車載器等の台数に応じたライセンス料が当社に支払われます。 

 

２．今後の見通し 

2021年 3月期の業績へ与える影響は軽微であります。 

 

（参考） 

■Cerence Inc.について 

 セレンス（Cerence Inc.）は、自動車業界向けに独自のソリューションを提供し、ユーザーの心を動かすよ

うな体験を創出するグローバル・リーダーです。 当社は世界の大手自動車メーカーと提携し、自動車がドラ

イバーを認知し、反応し、そして学習する方法の変革を支援しています。その実績は、20 年にわたる自動車

業界への知見と、約 3億 2,500万台もの自動車への採用によって裏付けられています。コネクテッドカー、自

動運転、電気自動車の将来において、セレンスは明確なビジョンを持っています。  

 詳細については、www.cerence.com をご覧ください。当社の最新情報については公式 LinkedIn および

Twitterからもご覧いただけます。 

https://ssl4.eir-parts.net/doc/4388/tdnet/1769261/00.pdf
http://www.cerence.com/
https://www.linkedin.com/company/cerence/
https://twitter.com/CerenceInc
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■Cerence TTSについて 

 Cerence TTS は高品質の音声出力を可能にする次世代の音声合成テクノロジーで、豊かな表現力、強化され

た多言語サポート、長文テキストの最適化された読み上げ機能で顧客体験を豊かにします。また静的な音声出

力と動的な音声出力をスムーズにブレンドできるだけでなく、最適化されたテキスト処理、より包括的な発音

辞書、そして多くの言語での完全な音声リフレッシュにより、出力する音声の質と精度を向上させています。 

 

 

■AITalk®について 

AITalk®は、コーパスベース音声合成方式を採用し、より人間らしく自然な音声で、自由に音声合成をするこ

とができる音声合成エンジンです。 

●3つの特徴 

 ①豊富な話者と言語 

  日本語話者は大人から子供まで男女 15種類、関西弁にも対応。言語の種類は 36種類以上の豊富な音声

ラインナップ。 

 ②感情表現も実現 

  使用するシチュエーションやご用途に合わせた喜怒哀楽の感情表現を実現。 

 ③誰の声でも合成データに 

  芸能人や声優、自分の声でも短時間の収録で音声合成用データに変換。 

  ※1：プランにより収録文章数が異なり、また個人によって読上げスピードや読み間違い等があるため、

収録時間に差があります。 

  ※2：一般的に収録文章数が多いほど音質は向上します。ご用途によって最適な収録数・音声辞書作成

方法をご提案いたします。 

 

 

 

 

以 上 


